２２年度計画の概要






４．　社会貢献の推進





（１）社会に開かれた大学


　　　①府民のニーズを反映した公開講座の充実（42講座→46講座）、サイエンスカフェの開催


　　　②高大連携事業の充実（高大連携講座の実施、開講場所のニーズに対応した出張講義の実施）





（２）産学官連携および府政や地域の大学との連携の推進


　　　①共同研究・受託研究の件数の増加（共同270件→300件、受託150件→150件）


　　　②特許出願件数・特許取得件数の増加


（出願95件→100件、取得累計45件→65件）


　　　③２１世紀科学研究機構を活用した府民・府政へのシンクタンク機能の強化


　　　④府立の研究機関（大阪府立産業技術総合研究所など）および地域の大学との連携体制の強化





（３）国際交流事業の強化


　　　①留学生および外国人研究者の受け入れ体制の充実


　　　②ＪＩＣＡプロジェクトへの協力（ベトナム・ハロン湾の環境保護および浄化）


　　　③若手教員の長期海外派遣に関する支援制度の導入


　　　④留学生に対する日本語教育コースの設置








２．　教育・研究のさらなる充実





（１）競争的資金を活用した体系的な教育の実施


①文部科学省・質の高い大学教育推進プログラム「動植物系教育融合による


食の教育プログラム」（Ｈ21～23）の推進


②「国際協調力を持つ環境人材育成のための教育プログラム開発事業」（Ｈ21～23）


による環境教育の充実（環境学副専攻の新設）





（２）実践的教育を通じた人材育成


①「若手研究者の自立的環境整備促進事業」（科学技術振興調整費）による


　　自立的研究環境整備を通じた若手研究者の育成


②「イノベーション創出若手研究人材養成事業」（科学技術振興調整費）による


　　産業界で活躍するドクターの育成


③国際的な通用性を備えた教育の推進


　　（英語による授業の実施、海外語学研修（英語･フランス語･韓国語）の実施）


④専門看護師（ＣＮＳ、１１分野）の育成





（３）２１世紀科学研究機構を中心とした戦略的研究の推進


①学際的･部局横断型研究および社会的ニーズを反映したトップダウン型研究の推進


　（ナノ科学･材料研究センター、エコ･サイエンス研究所、資源循環工学研究所など）


②経済産業省「先進的植物工場施設整備費補助金」、農林水産省「モデルハウス型植物工場実証・展示・研修事業補助金」を活用した「植物工場研究センター」の


設置および研究推進





（４）教育研究支援体制の強化


①相互授業参観（ピア･レビュー）、新任教員ＦＤ研修、ＦＤセミナー等の実施


　　　②文部科学省・大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム


(4大学、H21～23)による学士課程質保証システムの構築


③文部科学省・戦略的大学連携支援事業(6大学、H20～22)によるＦＤ活動の推進














５．　業務運営の改善･充実





（１）全学的な大学運営の推進、財務内容の改善


　　　①全学的な視点に立った経営戦略の推進と予算の重点配分の実施


　　　②「大阪府立大学校友会」との連携推進、ホームカミングデーの実施


　　　③「大阪府立大学基金」の寄附金収入の獲得


④競争的資金への積極的な申請と外部資金の獲得





（２）評価システムの確立


　　　①教員業績評価制度の確立　　


②自己点検･評価による多面的な評価の実施





　（３）その他


①戦略的広報活動の実施（広報体制の充実、積極的な情報発信）


②キャンパス整備（キャンパスプランの見直し、エコキャンパス推進）


③健康管理センターの移転整備、保育室の設置








１．　大学改革の推進


　


①学部・学科等再編を含む教育研究組織のあり方検討


②学生収容定員の見直し


③大学改革案の次期中期目標・中期計画への反映


④大学改革を学内外にアピールするための広報活動の実施





2２年度計画のポイント





◇　中期計画の最終年度を迎え、計画達成に向けた具体的な取り組みを進める。


◇　大学を取り巻く環境の変化に対応した大学改革を着実に推進する。


◇　教育・研究を充実させるとともに、地域貢献・国際交流事業に積極的に取り組む。


◇　戦略的な広報活動を実施し、ブランド力の向上を図る。








３．　学生への支援の拡充


　


①就職支援の充実（未内定者への支援、戦略的大学連携支援事業による大学連携キャリア


センターの活用）


②博士後期課程学生に対する経済的支援策の推進


③障がい学生支援センター（仮称）の整備（各種相談の実施、ノートテイク・移動介助等の支援の充実）


　　　④図書館の教育研究環境整備


（自習用オープンスペースの整備（なかもず）、視聴覚医療教材の充実（羽曳野））


⑤学部生のＴＯＥＩＣ受験奨励（受験料負担）





資料３－２








